
一
週
間
を
細
か
く
分
け
て
い
た
。
こ
れ
は
漆
の
仕
事
を
す
る
の
に
は
非
常

に
都
合
が
よ
か
っ
た
。
午
前
中
仕
事
し
て
午
後
は
塑
造
を
や
る
と
か
、
午
前
中

塑
造
を
や
っ
て
午
後
は
実
習
に
な
る
。
塗
っ
て
は
乾
く
間
、
ま
た
向
こ
う
に
行

っ
て
や
る
と
い
う
融
通
が
き
い
た
。

古
美
研
に
は
全
員
が
行
っ
た
。
半
月
位
の
予
定
で
一
般
の
人
た
ち
が
入
れ
な

い
よ
う
な
所
へ
入
れ
た
。
美
術
学
校
の
生
徒
に
特
典
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

そ
の
影
響
が
卒
業
制
作
に
現
れ
て
、
当
時
の
卒
業
制
作
は
仏
教
美
術
工
芸
品
が

多
か
っ
た
。
卒
業
制
作
の
た
め
の
資
金
が
出
て
、
漆
は
一
番
高
く
て
八

0
円
、

彫
金
が
五

0
円
、
そ
の
代
わ
り
制
作
し
た
も
の
が
全
部
文
庫
の
、

所
蔵
品
に
な
っ
た
。

工
芸
済
々
会

工
芸
美
術
の
振
興
を
期
し
て
工
芸
済
々
会
が
組
織
さ
れ
た
。
大
正
十
四
年
五

月
十
六
日
下
谷
伊
豫
紋
に
於
い
て
発
会
式
を
挙
行
。
会
員
は
、
板
谷
波
山
、
清

水
亀
蔵
、
海
野
清
、
石
田
英
一
、
六
角
紫
水
、
沼
田
一
雅
、
佐
々
木
象
堂
、
杉

田
禾
堂
、
赤
塚
自
得
、
香
取
秀
員
、
山
本
安
羹
、
北
原
千
禄
、
桂
光
春
、
峰
岸

賓
光
、
堆
朱
楊
成
、
植
松
包
美
の
十
六
名
で
あ
っ

た
。

同
会
第
一
回
作
品
展
は
同
年
十
一
月
十
七
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
、
京
橋
の

高
島
屋
呉
服
店
で
開
催
さ
れ
た
。

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
四

巻
第
六
号
の
「
芸
苑
彙
報
」
欄
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
会
員
は
工
芸
界

の
中
堅
、
大
家
と
目
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
か
ら
、
各
紙
が
こ
れ
を
取
り
上
げ

た
。
『
東
京
日
日
新
聞
』
（
同
年
十

一
月
十
三
日
）
は

帝
展
を
向
ふ
に
エ
藝
美
術
展
覧
會

⑩
 

か
ヽ

つ
ま
り
国
の

頭
を
は
か
り
、

―
つ
に
は
＿帝
展
の
四
郡
設
置
へ
と
エ
藝
家
の
働
き
を
強
く
せ

済
々
會
半
歳
の
苦
闘
漸
く
十
七
日
蓋
あ
け
の
歓
び

帝
展
に
第
四
郡
工
蘊
美
術
部
の
設
置
は
黒
田
前
美
術
院
長
の
理
想
で
あ
っ
た

が
そ
の
死
去
に
よ
っ
て
宜
現
は
望
み
少
な
く
な
っ
た
殊
に
福
原
新
院
長
の

＿帝
展
改
革
案
は
全
然
こ
の
問
題
に
鰻
れ
よ
う
と
は
せ
ず
會
員
中
に
も
帝
展
の

工
藝
美
術
抱
擁
を
喜
ば
ぬ
も
の
が
多
か
っ
た
、
最
早
帝
國
美
術
院
の
た
の
む

に
足
り
ぬ
こ
と
を
知
っ
た
エ
藝
美
術
家
た
ち
は
い
よ
い
よ
自
ら
の
力
に
よ
っ

て
起
つ
こ
と
に
な
り
先
づ
斯
界
の
第
一
人
者
板
谷
波
山
氏
等
の
十
六
氏
が
結

束
し
て
工
藝
済
々
會
な
る
も
の
を
起
し
花
々
し
く
打
つ
て
出
た
の
は
今
春
四

月
で
美
術
界
の
新
運
動
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
爾
来
半
歳
の
苦
心
は
い
よ
い

よ
第
一
回
の
展
覧
會
開
催
の
運
び
に
ま
で
至
り
来
る
十
七
日
か
ら
し
か
も
帝

展
會
期
中
力
作
を
登
表
し
て
エ
甑
美
術
家
の
存
在
を
世
に
問
ふ
こ
と
に
な
っ

出
品
す
べ
て
六
十
二
黙
い
づ
れ
も
全
力
を
傾
け
た
大
作
で
あ
る

と
報
じ
て
い
る
。

大
阪
の
工
芸
雑
誌
『
汎
工
芸
』
主
幹
の
柴
崎
風
岬
は
工
芸
済
々
会
を
次
の
よ

う
に
位
置
づ
け
る
。

此
會
は
最
初
か
ら
作
品
の
焚
表
に
よ
る
作
家
の
園
髄
で
あ
っ
て
、
外
に
深

〔帝
展
第
四
部
〕

い
意
味
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
存
績
さ
れ
て
ゐ
る
為
、
今
日
四
部

の
賞
現
に
よ
っ
て
、
い
つ
し
か
＿帝
展
と
結
ぶ
や
う
に
進
み
、
今
殆
ん
ど
同
會

の
會
員
は
、
i

帝
展
第
四
部
に
於
て
勢
力
を
得
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。

或
は
、
赤
塚

〔自
得
〕
氏
あ
た
り
は
、
前
の
日
本
工
藝
協
會
が
自
然
消
滅

の
憂
き
目
を
見
た
4

め
、
此
の
エ
藝
済
々
會
を
も
つ
て
社
會
的
に
エ
藝
の
接

た
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ん
為
と
考
へ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
會
と
し
て
は
、
何
等
斯
か
る
磐

名
の
焚
表
を
し
た
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
、
第
一
二
者
の
立
場
に
あ
る
も
の

は
、
躁
な
る
作
品
焚
表
に
よ
る
―
つ
の
作
家
の
圏
儒
で
あ
る
と
見
た
で
あ
ら

う
。
現
在
も
さ
う
見
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
で
は
な
い
か
、
最
近
も
、
時
々
東

京
及
び
大
阪
で
展
覧
會
を
催
し
て
居
る
が
、
そ
の
賀
際
か
ら
眺
め
て
、
ほ
と

ん
ど
、
作
品
賣
立
て
と
い
っ
た
一
般
の
エ
褻
家
の
展
覧
會
と
選
ぶ
と
こ
ろ
は

な
い
、
而
か
も
工
藝
演
々
會
の
名
と
し
て
餘
り
に
振
つ
て
ゐ
な
い
や
う
で
あ

る
。

（
柴
崎
風
岬
『
官
展
工
芸
側
面
史
』
昭
和
二
十
五
年
、
汎
工
芸
社
）

な
お
、
津
田
信
夫
を
中
心
と
す
る
新
煩
向
の
作
家
は
別
途
の
道
を
歩
も
う
と

し
た
。
『
鋳
金
近
代
史
稿
』
（
嶋
本
久
寿
弥
太
編
著
、
鋳
金
家
協
会
発
行
、
昭
和

―――

十
二
年
）
工
芸
済
々
会
の
項
に
そ
の
間
の
事
情
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

津
田
信
夫
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
後
、
新
感
覚
の
作
品
を
発
表
し
て
当
時

注
目
さ
れ
た
も
の
で
、
工
芸
済
々
会
も
加
入
を
す
す
め
た
が
応
ぜ
ず
、
新
傾

向
の
作
家
を
あ
つ
め
て
近
代
工
芸
美
術
の
発
端
と
も
言
う
べ
き
工
芸
運
動
の

胎
動
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
た
め
、
杉
田
禾
堂
は
途
中
で
済
々
会
を
退
会
、

済
々
会
は
伝
統
的
技
術
に
徹
し
た
作
家
を
中
心
と
し
て
、
昭
和
十
一
年
新
作

品
展
、
十
二
年
十
月
第
十
回
展
と
昭
和
十
三
年
頃
ま
で
盛
ん
に
活
躍
し
た
。
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